






































































































































































































































































































































































































































































































































































のみで、客観的には固定されるものではない。全体への肉薄は、実現するとともに消失する存在経験に留まり、絶対化を許されない。この実存と超在との関係を基礎としてヤスパース 哲学史構想における〈偉大さ〉 構造も、二種の開かれた全体の相補運動 して明らかになる。　
まず一方で、哲学者たちの〈偉大さ〉は、彼らの実存
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15（  『世界史』では、まだ過去の哲学者との「交わり」という語用が見られるが、 『偉大』では、ほぼ完全に「交際」に統一されており、明確に概念の使い分けが為されている。これは、生者にのみ適用可能な「交わり」に対し、死者との哲学史的関係が持つ独自性を区別するために、 「交際」という表現を いているのであろう。
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